
平
成
七
年
度
 

福
岡
県
総
合
防
災
 

主な内容 

方城町議会議員決まる 

平成7年度予算 3 

町のあれこれ 4 

ふるさと探訪シリーズ1 

医療センターだより 6 

お知 らせ  8 

平成7年度福岡県総合防災訓練が田川市精で行わ 
れ、方城町からも消防団員が参加して、防災意識を 
高めました。 
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選
挙
後
初
の
 

臨
時
議
会
 

成
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
 61 

ー般会計 

61億2百万円 
町
議
会
議
員
改
選
後
初
り
 

町
議
会
が
去
る
5
月
8

日一 

長
に
堀
江
克
己
氏
、
副
議
」
 

彦
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。
 

つ
ぎ
に
、
町
議
会
議
員
（
 

ぶ
監
査
委
員
に
、
永
野
直
‘
 

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
山
 

こ
の
あ
と
、
各
議
員
の
《
 

し
総
務
、
文
教
厚
生
、
産
」
 

常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
一
 

事
務
組
合
議
員
及
び
各
種
」
 

が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
各
常
任
委
員
会
」
 

成
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
 め

て
の
臨
時
 

開
か
れ
、
議
 

長
に
中
村
勝
 

の
中
か
ら
選
 

人
氏
を
選
任
 

こ。 議
席
を
指
定
 

来
建
設
の
各
 

堰
出
の
一
部
 

安
員
会
委
員
 

安
員
等
の
構
 .

 当選証書附与式 

平
成
7
年
度
当
初
予
算
案
が
、
 

3
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
可
決
 

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
 61 

億
 

2
百
万
円
で
、
前
年
度
の
 56 

億
1
 

千
6

百
万
円
の
師
％
増
し
の
増
額
 

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

各
会
計
の
当
初
予
算
は
別
表
の
 

と
お
り
で
す
。
 

平成7年度一般会計当初予算の状況 
（単位】百万円） 

地
方
税
m
 

普通交付税 

2,177 

国県支出金 

1 ,692 

地方債 

647 

繰
入
金
 284 

その他 

827 

l 

議
長
に
堀
江
克
己
 氏
 、

 

副
議
長
に
中
村
勝
彦
氏
 

方
城
町
議
会
議
長
 

堀
江
克
己
氏
 

方
城
町
議
会
副
議
長
 

中
村
勝
彦
氏
 

議
長
、
副
議
長
 

就
任
の
あ
い
さ
つ
 

こ
の
た
び
議
会
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
議
会
議
長
な
ら
び
 

に
副
議
長
に
就
任
い
た
ま
し
た
。
 

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
方
自
治
伸
展
と
住
民
福
祉
 

向
上
に
専
心
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

な
に
と
ぞ
今
後
と
も
格
別
の
ご
指
導
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

皆
様
の
ご
健
康
と
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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ー

 

80
 70 

ー

 

60
 

l 

50 
ー

 

40
 ー

 
30 

l
 
20 

l

10 

出 歳
 61億2 

人件費 

975 

扶
助
費
 432 

公債費 

558 

普通建設事業 

1,488 

災害復旧 
事業 

755 

失業対策事業 

1,008 

 その他 

886 

l
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 今年度改築予定の弁城小学校 

校舎（教室棟） 

蔭 I鞭」運客遍ノこ極返丞6亜th ）コ 
ー般会計及び特別会計 

0
‘
〕
 nU 0

 
0
 

0
 

0
 

0
 

う
 

（単位】千円．% 

区 分 平成7年度 平成6 年度 比 較 伸 率 

普通会計（法2条第2項会計） 6,438,100 5,952,123 485,977 8.2 

一般会計 6,101,755 5,616,488 485,267 8.6 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 328,329 329,518 A 1,189 A 0.4 

専修学校等技能習得資金貸与事業特別会計 8,016 6,117 1,899 31.0 

特別会計 1,766,633 1,739,804 26,829 1 .5 

国民健康保健事業特別会計 546,433 543,435 2,998 0.6 

老人保健事業特別会計 825,991 813,693 12,298 1 .5 

宅地造成事業特別会計 20,921 20,962 A 41 A 0.2 

方城町立診療所事業特別会計 373,288 361,714 11 ,574 3.2 

公営企業会計 

区 分 平成7年度 平成6年度 比 較 伸 率 

水
道
会
計
 

収 益 的 事 業 
収 入 196,394 196,394 0 0.0 

支 出 205,824 198,658 7,166 3.6 

資 本 的 事 業 
収 入 1,469,730 284,568 1,185,162 416.5 

支 出 1,521,187 330,506 1,190,681 360.3 

〇〇〇〇多ツ助9＝タ 

特 別 委 員 ,
 

1
. 

方城町議会 常任委員会委員名簿 

＊方城町鉱害対策特別委員会（6人） 

委 員 長 香 月 祥 孝 

副委員長 倉 石 菊 男 

委 員 秋 野 重 美 

委 員 仲 村 六 助 

委 員 大 石 昭 三 

委 員 白 石 道 則 

2，一部事務組合議会議員 

下田川衛生組合議会 （2人） 

秋野重美・香月祥孝 

田川地区伝染病院組合議会（1人） 

永原勝芳 

田川地区消防組合議会 （1人） 

仲村六助 

田川地区斎場組合議会 （:1人） 

永野直人 

職 名 氏 名 住 所 

（
定
数
6
人） 

総
 
務
 
委
 
員
 
会
 

委 員 長 秋 野 重 美 弁城1872 

副委員長 香 月 祥 孝 弁城2880 

委 員 井 上 勇 伊方2868-2 

委 員 永 末 次 男 伊方1139 

委 員 山 口 忠 市 伊方2517-2 

議 長 堀 江 克 己 弁城2318- 1 

（
定
数
5
人） 

文
教
厚
生
委
員
会
 

委 員 長 白 石 道 則 伊方3227 

副委員長 高 城 守 人 弁城1920 

委 員 大 石 昭 三 伊方353 

委 員 永 原 勝 芳 伊方2459一13 

副 議 長 中 村 勝 彦 弁城2532-4 

（
定
数
5

人） 

産
業
建
設
委
員
会
 

委 員 長 倉 石 菊 男 伊方4278 

副委員長 仲 村 六 助 伊方2718-2 

委 員 武 内 昭 英 伊方1865 

委 員 原 田 富 男 弁城2523 -4 

監 査 永 野 直 人 弁城673 

二 

gデヲ少C〒房〇〇〇〇 加
 

と
 

頭
文
字
の
「
H
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
、
 

人
が
の
び
や
か
に
手
を
の
ば
し
て
い
 

る
様
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
3

つ
の
円
は
歴
史
と
自
然
と
 

創
造
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
 

笑顔が、緑が、自然が 

キラキラ方城町 方
城
町
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
、
 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
公
募
し
た
結
 

果
5
8
6
件
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
の
 

末
、
町
内
の
歯
科
医
に
勤
め
る
川
崎
町
 

在
住
の
、
加
藤
昭
子
さ
ん
の
作
品
が
採
 

用
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
特
別
賞
に
は
方
城
中
学
校
一
 

年
生
の
朝
部
多
佳
子
さ
ん
の
作
品
が
選
 

ば
れ
、
方
城
町
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

の
落
成
式
の
中
で
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

3 2 
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全
部
お
い
し
そ
う
だ
な
あ
 

植
田
委
員
長
の
説
明
を
き
く
 

弁
城
小
旧
6
年
生
 

パ
オ
ぬ
町
ン
グ
給
食
で
お
な
か
い
っ
ぱ
い
 

ー
小
学
校
の
卒
業
記
念
ー
 

去
る
3
月
4

日
、
弁
城
小
学
校
と
伊
 

方
小
学
校
の
6
年
生
が
初
め
て
の
バ
イ
 

キ
ン
グ
給
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
か
ら
あ
げ
 

や
エ
ビ
フ
ラ
イ
、
野
菜
サ
ラ
ダ
な
ど
、
 

子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
食
べ
物
ば
か
 

り
で
、
自
分
た
ち
の
好
き
な
物
を
好
き
 

な
だ
け
食
べ
ら
れ
る
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
 

に
、
子
ど
も
た
ち
は
大
満
足
で
し
た
。
 

中
学
校
で
は
一
緒
に
な
る
両
校
の
6
 

年
生
は
、
伊
方
小
学
校
の
体
育
館
い
っ
 

ぱ
い
に
広
げ
ら
れ
た
シ
ー
ト
の
上
で
交
 

流
を
交
わ
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
 

「
自
分
の
好
き
な
物
を
、
お
な
か
い
っ
 

ぱ
い
食
べ
ら
れ
て
う
れ
し
い
。
毎
日
こ
 

ん
な
給
食
だ
っ
た
ら
い
い
の
に
。
」
と
何
 

杯
も
お
か
わ
り
を
し
て
い
る
姿
が
目
に
 

つ
き
ま
し
た
。
 

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
子
ど
も
た
ち
 

が
給
食
に
関
心
を
も
っ
て
、
楽
し
く
食
 

事
が
で
き
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
 

み
を
し
て
い
き
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
 

し
た
。
 

若
い
ェ
ネ
ル
ギ
ー
が
社
会
に
貢
献
 

元
暴
走
族
グ
ル
ー
プ
が
震
災
義
援
金
贈
る
 

方
城
町
青
年
の
会
（
松
島
斗
志
勝
会
 

長
 80 

人
）
が
、
阪
神
大
震
災
の
義
援
金
 

に
と
 30 

万
1
2
6
0
円
を
去
る
5
月
9
 

日
方
城
町
に
寄
託
し
ま
し
た
。
 

こ
の
会
は
、
昨
年
解
散
し
た
暴
走
族
 

グ
ル
ー
プ
が
今
度
は
何
か
社
会
に
役
立
 

つ
こ
と
を
と
、
結
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

初
め
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、
5
月
5
、 

6
日
に
行
わ
れ
た
伊
方
地
区
の
神
幸
祭
 

で
、
自
分
た
ち
で
山
笠
を
作
り
町
を
練
 

り
歩
い
て
集
ま
っ
た
ご
祝
儀
を
、
義
援
 

金
と
し
た
も
の
で
す
。
 

「
今
後
も
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
 

い
き
た
い
。
」
と
松
島
会
長
は
話
し
て
い
 

ま
し
た
。
 

弁
城
地
区
の
歴
史
発
見
 

平
成
6
年
度
弁
城
小
卒
業
生
 

平
成
6
年
度
弁
城
小
学
校
卒
業
生
 20
 

人
が
、
卒
業
記
念
制
作
と
し
て
弁
城
地
 

区
の
文
化
財
案
内
図
を
作
り
ま
し
た
。
 

こ
の
案
内
図
は
、
子
ど
も
た
ち
と
担
 

任
の
石
堂
先
生
「
地
元
の
歴
史
を
み
ん
 

な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
文
化
 

財
専
門
委
員
会
の
植
田
辰
生
委
員
長
の
 

協
力
を
得
て
完
成
し
た
も
の
で
す
。
 

2
月
 10 

日
、
弁
城
地
区
の
文
化
財
を
 

実
際
見
て
回
り
自
筆
で
の
作
業
が
進
め
 

ら
れ
、
卒
業
前
に
完
成
図
が
弁
城
小
学
 

校
正
門
前
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

縄
文
時
代
の
人
々
が
生
活
し
て
い
た
 

ふ
る
さ
と
探
訪
シ
リ
ー
ズ
田
 

教
育
委
員
会
に
属
し
、
方
城
町
条
例
 

に
し
た
が
い
、
祖
先
が
残
し
た
尊
い
文
 

化
遺
産
を
調
査
・
保
存
し
、
世
代
の
人
々
 

に
伝
え
る
こ
と
を
主
と
し
て
い
ま
す
。
 

現
在
実
施
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
 

①
 
町
内
各
地
の
古
墳
や
遺
跡
の
調
査
 

と
、
出
土
品
の
整
理
保
管
 

②
 
古
城
調
査
 

ぼ

ん

 じ

ま

ん

だ

 

③
 
伊
方
古
墳
・
岩
見
権
現
発
字
憂
茶
 

羅
・
定
禅
寺
の
藤
な
ど
の
県
指
定
文
 

化
財
の
保
護
 

の
3
点
が
あ
り
、
ま
た
本
年
度
の
目
標
 

と
し
て
、
 

1
、
各
家
庭
の
古
い
生
活
用
品
や
農
業
 

等
の
生
産
道
具
収
集
 

2
、
定
禅
寺
の
藤
の
蘇
生
改
良
工
事
 

3
、
山
岳
宗
教
跡
調
査
（
天
狗
岩
、
念
 

仏
岩
、
念
仏
坂
、
茶
力
出
な
ど
の
宗
 

教
遺
跡
）
 

4
、
古
文
書
の
解
明
（
町
内
の
水
帳
廿
 

寛
保
二
年
の
検
地
帳
）
 

の
4
点
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
 

過
去
に
調
査
報
告
し
て
出
版
し
た
も
 

の
は
次
の
4
冊
で
す
。
 

〇
方
城
町
の
文
化
財
 

〇
方
城
町
の
石
碑
と
先
覚
者
（
1
) 

〇
方
城
町
の
開
拓
史
 

〇
畑
村
と
皆
川
庄
屋
 

文
化
財
専
門
委
員
会
 

文
化
財
専
門
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
 

5
人
で
次
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
 

高永香財植 

津末月 津 田 

勝宏律政辰 

春之治義生 

（
敬
称
略
）
 

次
号
か
ら
は
、
こ
の
5
人
の
文
化
財
 

専
門
委
員
の
み
な
さ
ん
に
交
代
で
文
化
 

財
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

な
お
、
昔
の
生
活
用
品
や
農
業
の
生
 

産
道
具
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
寄
贈
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

※
 
連
絡
先
 
方
城
町
教
育
委
員
会
 

公
（
2
2
) 
4
→つJ

(U

(n
) 

県指定文化財の伊方古墳 

法律・不動産相談 
0000000000000000000000 

県庁1階の県民相談室では、無料で 

法律・不動産相談を行っています。 

●法律相談 

畦相談日時／毎週金曜日 13時～16時 

・相談内容／金銭貸借、相続、離婚、 
保証人、契約など 

●不動産相談 

・相談日時／毎月第1・第3木曜日13 
時～16時 

鳳相談内容／土地の売買、賃貸借、担 

保、交換など 
＊いずれの相談も電話予約が必要です。 

◆申込先 

福岡県総務部広報課県民相談室 
（福岡市博多区東公園7一7) 
20 9 2一651一1234 

唇812一77 
平成7年4月から専用郵便番号が設けられ 
ました。 

ー福岡県庁 
福岡県議会 あての郵便は 
福岡県教育町 専用郵便番号 
九州管区警察局 

―福岡県警察本部 ー 

し
ょ
う
に
ゅ
う
ど
う
 

と
思
わ
れ
る
岩
屋
権
現
の
鍾
乳
洞
な
ど
、
 

弁
城
地
区
 10 

カ
所
の
文
化
財
が
案
内
さ
 

れ
て
い
る
こ
の
マ
ッ
プ
、
道
行
く
人
々
 

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
 

.4 f
 

福岡県パスポートセンター 

移転のお知らせ 

県庁旅券発給室 
が平成7年5月1 日 

（月）からアクロス 

福岡3階に移転しま 

した。 

●移転先 

福岡県パスポートセンター 

〒810 福岡市中央区天神1丁目1番1号 

アクロス福岡3階 

●電 話 

092一725一900 

弁城地区文化財 

り ~ 与 

．、 

- 

財ニー り ミ l l フ 

完成した文化財マップ 

被
 康
度
伽
％
を
め
ざ
「
し
七
 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
展
 

去
る
3
月
 31 

日
か
ら
4
月
2

日
の
3
 

日
間
、
方
城
町
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

で
健
康
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

体
力
測
定
、
骨
量
測
定
（
骨
の
健
康
 

度
チ
ェ
ッ
ク
）
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
 

プ
の
バ
ザ
ー
、
展
示
、
ェ
イ
ズ
啓
発
映
 

画
、
保
健
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
 

あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
、
初
め
て
の
健
 

康
展
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

健
康
展
の
イ
ベ
ン
ト
の
ー
つ
と
し
て
、
 

以
前
テ
レ
ビ
番
組
で
放
映
さ
れ
て
い
た
、
 

「
人
間
や
る
っ
き
ゃ
な
い
」
で
お
な
じ
 

み
の
豊
原
ミ
ツ
子
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
 

ま
し
た
。
ね
た
き
り
の
姑
を
み
と
り
、
呆
 

け
た
母
を
お
く
っ
た
体
験
者
と
し
て
、
老
 

い
と
は
何
か
、
生
き
る
と
は
何
か
を
テ
ー
 

マ
に
、
2
時
間
半
に
わ
た
り
、
身
ぶ
り
手
 

ぶ
り
を
ま
じ
え
て
の
熱
演
で
観
衆
の
共
感
 

を
よ
び
、
涙
と
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。
 

づく 
一
 

●受付時間 

月～金曜日 午前8時45分～午後4時30分 

（土・日・祝日等休日及び年末年始はお休みです） 

●飯塚総合庁舎出張窓口（月・水）は、 

引き続きご利用になれます。 
公 0948 一29一8600 

、 ノ 老いとは何かを語る 

豊原ミツ子さん 
4 5 

織

難

競

m

 



3 号禾糸内を」攻え！ 

v 、、ー、へ b予今4寺末ム 

×9r 一 り喝痢2 
、 ．（砂， P エ マ I寺 

vJ をノ 
\ I 

舞 
爵 

畔（き終 
． 、＼＼ フ ー ip ' / 

りかイ元 

イ 

一
三
一
腰
痛
に
つ
い
て
i

×
 

中
腰
に
な
っ
た
時
 
重
た
い
物
を
持
っ
 

た
と
き
に
急
に
腰
が
痛
く
な
っ
た
と
い
 

う
経
験
は
誰
し
も
一
度
く
ら
い
は
あ
る
 

も
の
で
す
。
統
計
に
よ
れ
ば
全
人
ロ
の
 

80 

％
前
後
の
人
が
腰
痛
を
経
験
し
、
そ
 

の
う
ち
の
 30 

％
く
ら
い
の
人
が
数
回
の
 

腰
痛
を
経
験
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

腰
痛
の
種
類
と
程
度
は
年
齢
構
成
で
 

分
け
ら
れ
、
若
年
層
（
 35 

才
ま
で
）
の
 

腰
痛
は
ク
初
期
機
能
不
全
期
ガ
と
い
つ
 

て
、
腰
に
対
す
る
障
害
が
あ
る
程
度
は
 

C
ん
 一（
入
か
《
一
＋
メ
令
し
【
。
入
 

で
で
己
た
I
v
え
 回
（
響
瑠
 

婚
姻
届
は
出
し
た
け
ど
 

配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
け
ど
 

配
偶
者
が
就
職
し
た
け
ど
 

配
偶
者
が
転
職
し
た
け
ど
 

第
3

号
被
保
険
者
の
 

届
出
を
し
て
い
な
い
グ
 

会
社
員
や
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
 

配
偶
者
は
、
国
民
年
金
の
第
3
号
被
保
 

険
者
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
人
は
保
険
料
を
直
接
納
め
 

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

必
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

届
出
を
し
な
か
っ
た
り
2
 

年
以
上
遅
れ
た
り
す
る
と
 

3
号
未
納
と
な
っ
て
し
ま
 

い、 

こ

ん

な

不

利

益

 

が
…
 

。 

回
復
す
る
可
能
性
あ
る
時
期
で
、
比
較
 

的
軽
い
腰
痛
で
終
わ
る
可
能
性
が
高
い
 

時
期
で
す
。
だ
か
ら
こ
の
時
期
の
腰
痛
 

は
、
ベ
ッ
ト
上
の
安
静
と
薬
物
治
療
で
 

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
治
癒
し
て
し
ま
う
と
 

い
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
が
 35 

才
を
過
ぎ
る
と
腰
を
構
成
 

し
て
い
る
脊
椎
、
椎
間
板
は
老
化
現
象
 

が
進
ん
で
ク
不
安
定
期
ガ
に
 

は
い
り
、
 

一
旦
お
こ
っ
た
腰
 

痛
は
な
か
な
か
治
り
に
く
い
 

も
の
が
多
く
な
り
少
々
や
っ
 

か
い
で
、
慢
性
的
な
も
の
（
 

の
移
行
が
多
く
な
っ
て
き
ま
 

す
。
こ
の
時
期
の
腰
痛
治
療
 

と
し
て
は
薬
物
、
安
静
加
療
 

に
加
え
て
コ
ル
セ
ッ
ト
、
骨
 

盤
牽
引
、
手
術
治
療
な
ど
が
 

あ
り
ま
す
。
 

そ
し
て
 55 

才
を
越
え
る
と
 

脊
椎
の
老
化
変
性
が
さ
ら
に
 

進
ん
で
ク
安
定
押
に
は
い
っ
 

て
き
ま
す
が
、
こ
の
頃
の
腰
 

痛
は
歩
行
に
よ
っ
て
出
現
す
 

る
下
肢
の
漠
然
と
し
た
痛
み
、
 

し
び
れ
が
出
現
し
て
き
ま
す
。
 

そ
し
て
症
状
の
完
全
寛
解
を
 

脊柱変性の自然経過 
年齢 ン 

20 40 60 80 

退行変陛 
の病理 

初期機能 
不全期 

不
利
益
m
 

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
 

な
い
 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
原
則
と
 

し
て
 25 

年
以
上
の
納
付
済
期
間
・
免
除
 

期
間
が
必
要
で
す
。
 

得
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
、
治
療
も
対
 

症
療
法
が
主
に
な
っ
て
き
ま
す
。
 

ま
た
女
性
に
多
い
骨
粗
髪
症
に
よ
る
 

椎
体
の
圧
迫
骨
折
に
よ
る
腰
痛
も
こ
の
 

こ
ろ
か
ら
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
 

以
上
の
年
齢
別
構
成
は
大
ま
か
な
目
 

安
で
あ
り
、
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
例
 

が
で
て
き
ま
す
の
で
、
腰
痛
が
お
こ
っ
 

た
ら
自
宅
で
悩
ま
ず
医
療
セ
ン
タ
ー
に
 

来
て
気
楽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

次
回
は
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
つ
い
て
 

の
記
載
を
す
る
予
定
で
す
。
 

不
利
益
②
 

老
齢
基
礎
年
金
が
満
額
受
け
 

ら
れ
な
い
 

老
齢
基
礎
年
金
は
 20 

歳
か
ら
 60 

歳
ま
で
 

40 

年
間
掛
け
て
い
な
い
と
満
額
に
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
ご
安
心
あ
れ
。
 

今
回
の
改
正
で
第
3
号
被
保
険
者
の
特
 

例
届
出
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
届
出
を
行
え
ば
3
号
未
納
期
間
が
 

納
付
済
期
間
に
変
身
。
 

た
だ
し
、
こ
の
届
出
が
で
き
る
の
は
 

平

成

7

年

4

月

か

ら

平

成

9

年
 

3

月

ま

で

の

2

年
間
だ
け
で
す
。
 

図1-2 生涯を通じての脊柱変性の進展の仕方．初期の軽微な障害 

は治癒しうるが、次第に治りにくくなってゆく。 

ま
だ
第
3
号
被
保
険
者
の
届
出
を
さ
れ
 

て
い
な
い
方
は
こ
の
機
会
に
是
非
届
出
 

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

第
3
号
被
保
険
者
の
種
別
 

変
更
届
 

こ
ん
な
と
き
は
種
別
変
更
届
が
必
要
で
 

す。 〇
結
婚
し
て
被
扶
養
配
偶
者
に
な
っ
た
 

と
き
 

〇
収
入
が
減
っ
た
た
め
被
扶
養
配
偶
者
 

と
な
っ
た
と
き
 

〇
自
営
業
の
配
偶
者
が
就
職
し
た
と
き
 

〇
配
偶
者
が
転
職
し
た
と
き
 

〇
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き
 

〇
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き
 

子ども●家庭110番 
い い こ に 

容092-721.11肥 
あ猫証誘配語し石z森せふ」 

、轟F／ー‘ジ観 
方城町の取り組み 
★街頭啓発 

〇日 時 7月3日（月）午前7時から 

〇啓発場所 町内12ケ所 

★同和問題啓発講演会 

〇日時 7月3日（月）午後1時30分から 

〇場所 方城町民体育館 

〇講師 桐生公俊氏（篠栗町二の滝寺の住職） 

■高年齢雇用継続給付制度■ 

60歳以上65歳未満の雇用保険被保険者が、 

60歳時点に比べ一定割合以上賃金が低下し 

た状態で働いているときに、「高年齢雇用継 

続給付」が支給されます。 

県の取り組み 
★同和問題講演会 

〇日時 7月21日（金） 

〇場所 飯塚コスモスコモン 

〇内容 一部 ヒューマンスクリーン追憶25年 

二部 講演「この命続くかぎり一私の半生一」 

講師／川野由喜枝氏（筑紫野市在住主婦） 

■育児休業給付制度■ 

雇用保険の被保険者が、 1 歳未満の子を養 

育するために育児休業を取得したときは、「育 

児休業給付」が支給されます。 

●電話のご相談もお受けします 

容 o93一521一2140（直通） 

相談日 】月曜から金曜午前9時 
半～12時 
午後1時～4時40分（祝 
祭日を除く） 

⑥専門の相談員が親身になってご 
相談に応じます 

⑨弁護士相談日 】毎週金曜日 
午後1時～4時 

香
典
返
し
お
礼
 

各
喪
主
の
ご
懇
志
に
対
し
ま
し
て
、
 

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

な
お
、
ご
懇
志
の
誠
意
は
、
ク
ラ
ブ
 

活
動
の
一
端
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
 

ま
す
。
 方

城
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

会
長
 
松
 
本
 
利
 
雄
 

中
古
門
 
故
人
 

喪
主
 

※詳しい内容につきましては、最寄り 

のハローワーク（公共職業安定所）へ！ 

公 (44 ) 029 

月曜日～金曜日ンあさ9時からタ方7時まで 
土曜・日曜・祝日ンあさ9時からタ方5時まで 

年末年始はお休みです 

福岡県中央児童相談所 

社団法人日本損害保険協会 

小倉自動車保険 
請求相談センター 

北九州市小倉北区紺屋町19-1 

明治生命小倉ビル5階 

公093一541一1531 

竹仲 

下谷 

秀 ヒ 
プ 

利 ノ 

（
敬
称
略
）
 

7 × ノ 
6 



ぐ
ら
し
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
 

お

し

ら

せ

 

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
け
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
 

保
護
者
が
自
動
車
事
故
で
死
亡
又
は
 

重
度
の
後
遺
障
害
者
と
な
っ
た
、
被
害
 

者
の
家
庭
の
遺
児
等
の
健
全
な
育
成
を
 

図
る
た
め
、
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
 

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

☆
貸
付
対
象
者
 
0
才
か
ら
中
学
校
卒
 

業
ま
で
の
児
童
 

☆
貸
付
期
間
 
貸
付
決
定
日
か
ら
中
学
 

校
卒
業
の
月
ま
で
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
自
動
車
事
故
対
策
 

セ
ン
タ
ー
福
岡
主
管
支
所
 

公
0
9
2

(
4
5
1
)
7
7
5
1
 

「

九

歴

講

座

」

講

演

会

 

九
州
歴
史
資
料
館
 

☆
日
 

時
 
6
月
 27 

日
（
火
）
 

重度の心身障害者医療 
'' ン ‘三.一 lL . ー」 ’て，’ 『’ソ 

証更切鱗換えI議Q麟でえン＝罵 

重度の心身障害者医療証の切り換えの期 

限は6月30 日（金）までです。 

7月1日より新しい医療証になりますの 

で切り替えの手続きをお願いします。 

●日時 6月28 日（水）'--'29 日（木） 

●時間 9 】 0 0 '--l 6 】 30 

●場所 

住民課福祉係 

●問い合わせ先 

住民課福祉係 

' (22 ) 0520 

（内線124 ) 

警

察

官

募

集

 

田
川
警
察
署
総
務
課
 

警
察
官
A

・
婦
人
警
察
官
A
及
び
警
察
 

官
B

・
婦
人
警
官
B

の
採
用
試
験
 

〈
警
察
官
A

・
婦
人
警
察
官
A
> 

☆
第
一
次
試
験
日
 

7
月
9

日
 

☆
受
付
期
間
 
6
月
1

日
 

5
6
月
 21
 

日
（
水
）
 

（木） 

（日） 

☆
受
験
資
格
 
昭
和
 40 

年
4
月
2

日
s
 

昭
和
 49 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
 

た
人
で
、
学
校
教
育
法
の
大
学
を
卒
 

業
又
は
、
平
成
8
年
3
月
ま
で
に
卒
 

業
見
込
み
の
人
 

〈
警
察
官
B

・
婦
人
警
官
B
> 

☆
第
一
次
試
験
日
 

9
月
 17 

日
（
日
）
 

☆
受
付
期
間
 
8
月
1

日
（
火
）
5
 

13 

時
 30 

分
5
 15 

時
 30 

分
 

☆
場
 
所
 
九
州
歴
史
資
料
館
 

☆
テ
ー
マ
 

「
遠
賀
川
源
流
の
古
代
文
化
」
 

‘
加
穂
町
を
中
心
と
し
て
ー
 

☆
講
 
師
 
嘉
穂
町
教
育
委
員
会
 

福
島
日
出
海
氏
 

☆
申
し
込
み
メ
切
 
6
月
 24 

日
（
土
）
 

☆
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先
 

九
州
歴
史
資
料
館
（
太
宰
府
市
石
坂
 

4
丁
目
7
番
1
号
）
公
0
9
2
 

2
3
)
0
4
0
4
 

(9 

福
岡
県
市
町
村
 

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
 

福
岡
県
自
治
会
館
 

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
い
ろ
ん
な
人
や
 

情
報
が
集
ま
っ
て
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
 

広
場
で
す
。
調
査
や
研
究
に
役
立
つ
情
 

報
は
も
ち
ろ
ん
、
見
て
、
触
れ
て
楽
し
 

め
る
県
内
 97 

市
町
村
の
ふ
る
さ
と
情
報
 

が
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
 

☆
場
所
 
福
岡
市
博
多
区
千
代
4
丁
目
 

1
番
 27 

号
 
福
岡
県
自
治
会
館
1
階
 

☆
開
館
 
日
曜
日
5
金
曜
日
 
土
・
日
・
 

祝
は
休
み
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
財
団
法
人
福
岡
県
 

市
町
村
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
合
 

0
9
2

(
6
3
2
)
1
3
2
3
 

⑧言岡県障篇療証 
II 効期問 

'l’或4． 年 7I] 1日から 

平成7．年 6 月 30日まで 

負担者番号 80 40 1 1 7 7 
受給者番号 

・受 住 所 

給 
氏 名 

与年Il日
発打機間名 

及 び 印 

福岡県田川郡方域町 

男・女 

大・昭・平 年 月 日 

福岡県 動証『 
方城町長起験 

交付年月日 平成 年 月 口 

峯ニn出』県外の保凧医康機間昇では使用で，,せん。 

8
月
 21 

日
（
月
）
 

☆
受
験
資
格
 
昭
和
 40 

年
4
月
2

日
5
 

昭
和
 53
 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
 

た
人
で
、
高
校
又
は
短
大
を
卒
業
又
 

は
、
平
成
8
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
 

込
み
の
人
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 

田
川
警
察
署
 
総
務
課
公
（
4
2
) 

0
1
1
0
内
線
2
 『

l

‘
 
一 

タ
ケ
ノ
コ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
 

と
「
竹
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
 

の
作
品
募
集
 

福
岡
県
水
産
林
務
部
 

第
 36 

回
全
国
竹
の
大
会
を
記
念
し
て
、
 

「
タ
ケ
ノ
コ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
及
び
 

「
竹
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品
を
 

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

☆
募
集
メ
切
 
6
月
 30 

日
（
金
）
ま
で
 

イ 
育児・介護・家事情報を 

提供します 

どなたでもご利用できます。 

情報提供は無料です。 

お気軽にお電話ください。 

受付時間】月曜日～金曜日 

平日 9 】 30'--16 】 30 

トお間い合わせ先 

フレフレテレフオン福岡 

' 092 -414 --2020 

（財）21世紀職業財団福岡事務所 

 ノ 

―ー ‘ 一 一 一 一 ‘ × 
し利用く1こさい 

く町立図書館＞ 

伊方小学校及び弁城小学校に通って 

いた方で、帽子に付いていた校章を 

お持ちの方は、寄贈してください。 

連絡先 方城町教育委員会学校教育課 

公 (22 ) 4300 

町立図書館では、子供から 

大人まで楽しめる本をたく 

さん準備しています。 

お気軽にご利用ください。 

× 

☆
応
募
規
定
及
び
申
込
書
 
農
林
事
務
 

所
林
務
課
及
び
役
場
 

産
業
課
、
農
協
に
備
え
て
い
ま
す
。
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
県
水
産
林
務
 

部
政
課
木
材
特
産
係
合
0
9
2

(6 

5
1
)
1
1
1
1
内
線
3
5
1
4
 

税
務
職
員
募
集
 

福

岡

国

税

局

 

☆
受
験
資
格
 
昭
和
 50 

年
4
月
2

日
s
 

昭
和
 53 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
 

た
人
 

☆
受
付
期
間
 
6
月
 30 

日
（
金
）
5
7
 

月
7

日
（
金
）
 

☆
第
一
次
試
験
 
9
月
 10
 

日
（
日
）
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
国
税
局
 

公
0
9
2

(
4
1
1
)
0
0
3
1
ま
 

た
は
、
田
川
税
務
署
公
（
4
4
)
0
 

.
4
n
べ〕nv 

福
岡
県
職
員
採
用
中
級
試
験
 

福
岡
県
人
事
委
員
会
 

☆
試
験
の
種
類
・
区
分
及
び
採
用
予
定
 

数
 

行
政
事
務
 35 

人
 
学
校
事
務
 11 

人
 

警
察
事
務
 14 

人
 
栄
養
士
8
人
 

☆
受
験
資
格
 
昭
和
 45 

年
4
月
2

日
5
 

りJI 

// 
/
 ／

ノ
 

/

 

/
/
?
/
 

詩一 

除の実施 有害鳥獣 

〇期 日 平成7年7月1日～7月30日 30日間 

〇実施区域 町内全域 

〇対象鳥獣 ドバト・カラス 

〇駆除者 方城町猟友会 

申駆除には十分注意しますので、ご理解ある 

ご協力をお願いします。 

Z - . -,. i ii Iロ I - 、- _I__ふ”、．‘ 
L tt ］易刀、b(DJづスI」bせ叫 

（遺言のすすめ） 

遺言（ゆいごん）をして妻子など相続人間の 

後日の争いを防ぎましょう。例えば、夫婦間 

に子供がなく、遺産を永年連れそった妻に相 

続させたいとき、長い間農業や店などの家業 

を手伝った子供に家業に継がせたいとき、同 

居し身の回りの世話をしてくれている子供に 

家や土地（農地を含む）をやりたいときなど 

には、特に遺言をしておく必要があります。 

公証役場では、法務大臣から任命された公 

証人（法律専門家）が、遺言書や売買、不動 

産・動産の賃貸借の契約など、いろいろな契 

約書を作成しておりますので気軽にご利用く 

ださい。 

遺言などの相談は、田川公証役場 

（公0947-44-4130 ）へどうぞ。 

ノ × ノ 

昭
和
 51 

年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
人
 

☆
受
付
期
間
 
6
月
 26 

日
（
月
）
5
7
 

月
7

日
（
金
）
 

☆
第
一
次
試
験
日
 

7
月
 30 

日
（
日
）
 

☆
試
験
会
場
 
九
州
産
業
大
学
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
県
人
事
委
員
 

会
公
0
9
2

(
6
4
1
)
3
8
8
3
 

文
化
財
担
当
技
術
職
員
募
集
 

県
教
育
委
員
会
 

☆
受
験
資
格
 
昭
和
 39 

年
4
月
2

日
5
 

昭
和
 48 

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
で
、
 

考
古
学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
 

す
る
者
 

☆
受
付
期
間
 
6
月
 19 

日
（
月
）
 

月
 30 

日
（
金
）
 

く
ノ
（
h
U
 

☆
第
一
次
試
験
日
 

7
月
 13
 

日
（
木
）
 

☆
試
験
会
場
 
九
州
歴
史
資
料
館
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
県
教
育
庁
人
 

事
文
書
係
公
0
9
2

(
6
5
1
)
1
 

1
1
1
内
線
5
0
1
3
 

勤

労

青

少

年

の

つ

ど

い

 

参

加

者

募

集

 

筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所
 

☆
日
時
 
7
月
8

日
（
土
）
5
9

日
（
日
）
 

☆
場
所
 
柚
の
里
 

☆
内
容
 

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
 

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
自
然
探
索
 

☆
対
象
者
 
筑
豊
地
区
に
勤
務
ま
た
は
、
 

居
住
す
る
 30 

才
未
満
の
勤
労
者
 

☆
募
集
人
員
 
70 

人
 

☆
参
加
料
 
4
千
円
 

☆
募
集
期
間
 
6
月
1

日
（
木
）
5
 

6
月
 23 

日
（
金
）
正
午
ま
で
 

☆
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み
先
 

筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所
 

（
飯
塚
市
吉
原
町
6

の
 12 

) 

公
0
9
4
8

(
2
2
)
1
1
4
9
 

市
町
村
対
抗
囲
碁
大
会
 

出
場
選
手
募
集
 

川
崎
町
隣
保
館
 

☆
日
時
 
6
月
 25 

日
（
日
）
 

午
前
9
時
 30 

分
 

☆
集
合
場
所
 
方
城
町
中
央
公
民
館
 

☆
開
催
場
所
 
川
崎
町
隣
保
館
 

☆
申
し
込
み
メ
切
 
6
月
 20
 

日
 

（火） 

☆
申
し
込
み
先
 
合
（
2
2
) 

1e
鈴
木
岬
 

4
→
（
又
リ
Q
U
 

町民囲碁大会から 
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どうしたら子どもを非行から守れるか 

い 

子
ど
も
の
非
行
を
防
ぎ
、
健
全
に
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
 

二
一
家
庭
の
役
割
が
大
切
で
す
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
 

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
 

1
 

2
 

何
で
も
話
せ
る
雰
囲
気
が
家
 

●
庭
に
あ
り
ま
す
か
。
 

子
ど
も
が
親
に
話
し
か
け
て
 

く
る
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
 

ン
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
 

す
。
親
は
、
何
で
も
隠
さ
ず
話
 

せ
る
雰
囲
気
を
、
家
庭
に
つ
く
 

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

3
 

子
ど
も
の
よ
さ
を
認
め
、
子
 

●
ど
も
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
 

す
か
。
 

「
い
ま
忙
し
い
か
ら
あ
と
で
」
 

と
は
言
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
 

さ
つ
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
話
 

を
聞
く
心
配
り
を
し
て
く
だ
さ
 

い
。
そ
し
て
子
ど
も
の
よ
さ
を
 

認
め
、
必
ず
褒
め
る
よ
う
に
し
 

ま
し
よ
う
。
 

5
 

三タこ」麟Jにえ一 

社
会
の
ル
ー
ル
を
正
し
く
教
 

●
え
、
子
ど
も
の
手
本
と
な
る
行
 

動
を
し
て
い
ま
す
か
。
 

子
ど
も
は
、
親
を
ま
ね
て
大
 

き
く
な
る
も
の
で
す
。
社
会
の
 

決
ま
り
を
教
え
、
親
の
生
き
る
 

姿
勢
を
さ
り
げ
な
く
み
せ
れ
ば
、
 

子
ど
も
は
感
じ
と
り
ま
す
。
 

4
 

し
か
る
と
き
で
も
、
ゆ
と
り
 

●
と
愛
情
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。
 

子
ど
も
を
し
か
る
と
き
は
、
 

精
神
的
に
追
い
詰
め
て
は
い
け
 

ま
せ
ん
。
「
お
ま
え
が
か
わ
い
い
 

か
ら
、
し
か
る
の
だ
よ
」
と
い
 

一
つ
愛
情
表
現
を
忘
れ
な
い
よ
う
 

に
し
た
い
も
の
で
す
。
 

子
ど
も
の
こ
と
を
、
家
庭
で
 

●
ょ
く
話
し
合
っ
て
い
ま
す
か
。
 

夫
と
妻
は
、
子
ど
も
の
成
長
 

や
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
 

く
だ
さ
い
。
そ
れ
を
見
て
い
る
 

子
ど
も
は
、
親
は
自
分
の
こ
と
 

を
真
剣
に
考
え
て
く
れ
て
い
る
 

と
感
じ
ま
す
。
 

6
 

子
ど
も
を
信
じ
て
い
ま
す
か
。
 

 ●
 

親
が
子
ど
も
を
信
じ
て
な
か
 

っ
た
ら
、
結
果
が
ど
う
な
る
か
 

詳
し
く
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
 

ん
。
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、
「
親
 

を
困
ら
せ
た
く
な
い
」
と
い
ー
つ
 

気
持
ち
が
子
ど
も
の
心
に
芽
生
 

え
ま
す
。
 

青
少
年
の
非
行
の
現
状
 

万
引
や
強
盗
、
恐
喝
や
脅
迫
、
放
火
 

や
強
姦
ー
新
聞
や
週
刊
誌
に
載
っ
て
 

い
る
犯
罪
の
記
事
は
、
い
ま
は
大
人
だ
 

け
の
犯
行
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
生
 

や
高
校
生
、
中
学
生
に
よ
る
も
の
も
あ
 

り
ま
す
。
 

実
際
、
平
成
6
年
中
に
刑
法
犯
で
補
導
 

さ
れ
た
少
年
は
、
 
13 

万
1
2
6
8
人
で
 

し
た
。
前
年
よ
り
補
導
し
た
人
数
は
減
 

っ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
憂
慮
す
 

べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
万
引
 

や
、
強
盗
な
ど
の
凶
悪
事
件
が
増
え
て
 

き
て
い
ま
す
。
 

平
成
4
年
ご
ろ
か
ら
は
、
大
麻
を
所
 

持
・
乱
用
す
る
青
少
年
が
急
激
に
増
え
 

て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
い
じ
 

め
に
起
因
す
る
事
件
や
自
殺
な
ど
が
多
 

く
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
 

す。 

平成6年の町民体育会より 

ルラV 

鷺 
田川市 44 - 2000 

赤池町 28一2004 

赤 村 62 -3000 

糸田町 26一1231 

大任町 63一3000 

金田町 22 -0555 

川崎町 72 - 3000 

香春町 32 -251 1 

添田町 82一1231 

方城町 22 -0520 

★
第
4

回
英
展
 
6
月
6

日
（
火
）
5
 

★
ふ
れ
あ
い
朝
市
 
毎
週
日
曜
日
 

6
月
 25 

日
（
日
）
田
川
市
美
術
館
 

午
前
8
時
5
役
場
前
広
場
 

鷲一 

m
 織
 

？灘m
" 

★
子
ど
も
会
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
 

★
ふ
れ
あ
い
朝
市
 
毎
週
土
曜
日
 

会
 

6
月
 25 

日
（
日
）
午
前
8
時
 30 

午
前
9
時
5
午
後
1
時
 

分
5
 

町
民
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

金
田
駅
西
ロ
 

★
学
校
週
5

印
制
事
業
「
映
写
会
」
 

6
月
 24 

日
（
土
）
9
時
5
 
大
任
町
 

公
民
館
 

★
郡
民
体
育
大
会
水
泳
 
6
月
 25 

日
 

（
日
）
9
時
5
 
大
任
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

★
藤
堂
輝
明
・
菊
地
恵
子
民
謡
シ
ョ
ー
 

7
月
 16 

日
（
日
）
午
後
2
時
5
 

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
 

入
場
料
前
売
 
3
千
円
当
日
3
千
5
 

百
円
 

★
通
学
合
宿
 
6
月
 15 

日
（
木
）
5
 

6
月
 17 

日
（
土
）
中
央
公
民
館
及
び
 

福
祉
会
館
 町 の 人 口 

】 （平成7年5月末日） 

i 男 3,884人 

・ 女 4,300人 
】 計 8,184人 

i 世帯数 2,851世帯 
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